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(57)【要約】

【課題】　簡易な構造で切断後のファイバ屑を容易に回

収することが可能であるとともに、内部のファイバ屑が

収容部からこぼれおちることがないファイバ切断器およ

びファイバ切断方法を提供する。

【解決手段】　レバー３は回転軸２３ａを軸に回動可能

である。レバー３をばね７ａの力に反して押し下げると

、回転軸２３ａを中心にレバーが回動し、端部のファイ

バ押さえ部１５が押し上げられる。すなわち、ファイバ

押さえ部１５が開放される。ばね７ａの力によってレバ

ー３を元の状態に戻すと、回転軸２３ａを中心にレバー

が回動し、端部のファイバ押さえ部１５が押し下げられ

る。基台５の上面には、ファイバを設置可能なファイバ

設置部２７が形成される。ファイバ屑回収部１９の端部

（孔が形成される側）には、ファイバ押さえ部１５が配

置される。すなわち、通常、ファイバ押さえ部１５は閉

じた状態であり、孔はファイバ押さえ部１５によって塞

がれている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 フ ァ イ バ を 切 断 す る フ ァ イ バ 切 断 器 で あ っ て 、

　 フ ァ イ バ を 設 置 す る フ ァ イ バ 設 置 部 と 、

　 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に 設 置 さ れ た フ ァ イ バ を 押 さ え る フ ァ イ バ 押 さ え 部 と 、

　 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 で 押 さ え ら れ た フ ァ イ バ を 切 断 す る フ ァ イ バ 切 断 部 と 、

　 を 具 備 し 、

　 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 の 延 長 線 上 に は 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 が 設 け ら れ 、

　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に は 、 フ ァ イ バ の 先 端 を 挿 入 可 能 な 孔 が 形 成 さ れ 、

　 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 閉 じ た 状 態 に お い て 、 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 が 前 記 孔 を 塞 ぐ よ

う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る フ ァ イ バ 切 断 器 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 の 内 部 は 、 切 断 さ れ た フ ァ イ バ 屑 を 貯 留 可 能 な 貯 留 部 が 形 成 さ れ

、

　 前 記 貯 留 部 の 底 面 が 、 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に お け る フ ァ イ バ 設 置 面 よ り も 低 い 位 置 に 形

成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の フ ァ イ バ 切 断 器 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に は 開 閉 可 能 な 透 明 な 蓋 が 設 け ら れ 、

　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部 が 視 認 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２

に 記 載 の フ ァ イ バ 切 断 器 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 蓋 に は フ ァ イ バ の 挿 入 代 を 示 す マ ー ク が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載

の フ ァ イ バ 切 断 器 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の フ ァ イ バ 切 断 器 を 用 い 、

　 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 開 い た 状 態 で 、 フ ァ イ バ の 先 端 を 前 記 孔 に 挿 入 す る と と も に 、

前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に フ ァ イ バ を 設 置 し 、

　 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 閉 じ て 、 前 記 フ ァ イ バ を 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に 押 さ え つ け 、

　 前 記 フ ァ イ バ 切 断 部 を 動 作 さ せ て フ ァ イ バ を 切 断 し 、

　 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 開 く こ と で 、 使 用 す る 側 の フ ァ イ バ を 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 か ら

取 り 出 す と と も に 、 フ ァ イ バ 屑 を 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に 入 れ る こ と を 特 徴 と す る フ ァ イ

バ 切 断 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に は 開 閉 可 能 な 透 明 な 蓋 が 設 け ら れ 、 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部

が 視 認 可 能 で あ り 、

　 前 記 蓋 に は マ ー ク が 設 け ら れ 、 前 記 フ ァ イ バ 切 断 部 と 前 記 孔 と の 距 離 よ り も 、 前 記 孔 か

ら 前 記 マ ー ク ま で の フ ァ イ バ 長 さ が 長 く な る よ う に 前 記 フ ァ イ バ の 先 端 を 前 記 フ ァ イ バ 屑

回 収 部 に 挿 入 し て 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の フ ァ イ バ 切 断 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 光 フ ァ イ バ 心 線 を 切 断 す る た め の 、 フ ァ イ バ 切 断 器 お よ び フ ァ イ バ の 切 断 方

法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 光 フ ァ イ バ 心 線 同 士 の 接 続 と し て 、 フ ァ イ バ 融 着 器 が 用 い ら れ る 場 合 が あ る 。 光

フ ァ イ バ 心 線 の 融 着 は 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 端 部 同 士 を 突 き 合 わ せ て 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 端

部 同 士 を 部 分 溶 融 し て 接 合 す る も の で あ る 。 こ の よ う な 光 フ ァ イ バ 心 線 の 端 部 同 士 を 突 き

合 わ せ て 接 続 す る 方 法 で は 、 あ ら か じ め 、 接 続 す る 光 フ ァ イ バ 心 線 の 端 部 を 切 断 す る 必 要

が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 フ ァ イ バ 心 線 を 切 断 す る 際 に は 、 フ ァ イ バ 屑 が 発 生 す る 。 フ ァ イ バ 屑 は 、 非 常 に 微 細 な

も の で あ る た め 、 切 断 作 業 に お い て 散 乱 す る と 、 こ れ ら を 集 め て 回 収 す る こ と が 困 難 で あ

り 、 ま た 、 そ れ ら が 人 の 手 な ど に 刺 さ る な ど と い う 問 題 が あ る 。 し た が っ て 、 こ の よ う な

フ ァ イ バ 屑 の 回 収 処 理 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の よ う な フ ァ イ バ 屑 を 収 集 可 能 な フ ァ イ バ 切 断 器 と し て は 、 例 え ば 、 ク ラ ン プ し た 光

フ ァ イ バ の 外 周 面 に 傷 を 入 れ 、 同 光 フ ァ イ バ に 張 力 或 い は 曲 げ 応 力 を 付 与 し て 傷 部 を 破 断

さ せ て 、 光 フ ァ イ バ に 鏡 面 状 の 端 面 を 形 成 す る 光 フ ァ イ バ 切 断 器 に お い て 、 切 断 に よ り 切

り 離 さ れ た 分 離 光 フ ァ イ バ 側 に 、 当 該 分 離 光 フ ァ イ バ を 収 容 可 能 な 収 容 容 器 と 、 分 離 光 フ

ァ イ バ を 収 容 容 器 内 へ と 搬 送 し て 回 収 す る ピ ン チ ロ ー ラ と 、 光 フ ァ イ バ を 切 断 す る 際 に 可

動 さ れ る 部 分 の 運 動 を 受 け て ピ ン チ ロ ー ラ を 回 転 駆 動 す る 駆 動 機 構 と を 備 え る 光 フ ァ イ バ

切 断 器 が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 光 フ ァ イ バ を 切 断 す る 光 フ ァ イ バ カ ッ タ に お い て 、 光 フ ァ イ バ カ ッ ト 時 に カ ッ ト

さ れ た フ ァ イ バ カ ッ ト 屑 を 収 集 す る 箱 状 の フ ァ イ バ カ ッ ト ボ ッ ク ス を 着 脱 自 在 に 設 け た こ

と を 特 徴 と す る フ ァ イ バ 屑 収 納 部 付 光 フ ァ イ バ カ ッ タ が あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ９ ０ ３ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ０ ５ － ５ ４ ５ １ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の よ う な 光 フ ァ イ バ 切 断 器 は 、 フ ァ イ バ 切 断 時 の 切 断 操 作 に

応 じ て ピ ン チ ロ ー ラ を 動 作 さ せ 、 こ れ に よ り 切 断 さ れ た フ ァ イ バ 屑 を 搬 送 す る た め 、 構 造

が 極 め て 複 雑 で あ り 、 装 置 自 体 が 大 型 化 す る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の よ う な フ ァ イ バ 屑 収 納 部 付 光 フ ァ イ バ カ ッ タ は 、 フ ァ イ バ 屑 を 確 実

に フ ァ イ バ カ ッ ト ボ ッ ク ス 内 に 落 と す た め に 、 フ ァ イ バ の 切 断 代 を 大 き く と る 必 要 が あ り

、 ま た 、 底 板 を 斜 め に 形 成 す る た め 、 フ ァ イ バ カ ッ ト ボ ッ ク ス 自 体 を 小 型 化 す る こ と が で

き ず 、 装 置 全 体 が 大 型 化 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 装 置 を 移 動 ・ 運 搬 す る 際 に 、 収 容 さ れ た 内 部 の フ ァ イ バ 屑 が フ ァ イ バ カ ッ ト ボ ッ

ク ス か ら こ ぼ れ お ち る 恐 れ が あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 簡 易 な 構 造 で 切 断 後 の フ ァ イ バ 屑

を 容 易 に 回 収 す る こ と が 可 能 で あ る と と も に 、 内 部 の フ ァ イ バ 屑 が 収 容 部 か ら こ ぼ れ お ち

る こ と が な い フ ァ イ バ 切 断 器 お よ び フ ァ イ バ 切 断 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 １ の 発 明 は 、 フ ァ イ バ を 切 断 す る フ ァ イ バ 切 断 器 で あ

っ て 、 フ ァ イ バ を 設 置 す る フ ァ イ バ 設 置 部 と 、 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に 設 置 さ れ た フ ァ イ バ

を 押 さ え る フ ァ イ バ 押 さ え 部 と 、 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 で 押 さ え ら れ た フ ァ イ バ を 切 断 す

る フ ァ イ バ 切 断 部 と 、 を 具 備 し 、 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 の 延 長 線 上 に は 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部

が 設 け ら れ 、 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に は 、 フ ァ イ バ の 先 端 側 が 挿 入 可 能 な 孔 が 形 成 さ れ 、

前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 閉 じ た 状 態 に お い て 、 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 が 前 記 孔 を 塞 ぐ よ う

に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る フ ァ イ バ 切 断 器 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】
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　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 の 内 部 は 、 切 断 さ れ た フ ァ イ バ 屑 を 貯 留 可 能 な 貯 留 部 が 形 成 さ れ

、 前 記 貯 留 部 の 底 面 が 、 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に お け る フ ァ イ バ 設 置 面 よ り も 低 い 位 置 に 形

成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に は 開 閉 可 能 な 透 明 な 蓋 が 設 け ら れ 、 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部

が 視 認 可 能 で あ っ て も よ い 。 前 記 蓋 に は フ ァ イ バ の 挿 入 代 を 示 す マ ー ク が 形 成 さ れ て も よ

い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 が フ ァ イ バ 設 置 部 の 延 長 線 上 に 設 け ら れ 、 フ ァ

イ バ 先 端 が 挿 入 可 能 な 孔 が 形 成 さ れ る た め 、 切 断 さ れ た フ ァ イ バ 屑 の 一 部 が 、 当 初 か ら フ

ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 確 実 に フ ァ イ バ 屑 を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 の 内

部 に 入 れ る こ と が で き る 。 ま た 、 通 常 、 孔 は フ ァ イ バ 押 さ え 部 に よ っ て 塞 が れ て い る た め

、 内 部 の フ ァ イ バ 屑 が こ ぼ れ お ち る こ と が な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 な お 、 孔 が フ ァ イ バ 押 さ え 部 に よ っ て 塞 が れ る と は 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 が 孔 と 接 触 し て

、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 と フ ァ イ バ 押 さ え 部 と の 間 に 隙 間 が な い こ と の み で は な く 、 フ ァ イ バ

屑 回 収 部 と フ ァ イ バ 押 さ え 部 と の 間 に 多 少 の 隙 間 が 形 成 さ れ た と し て も 、 孔 か ら フ ァ イ バ

屑 が こ ぼ れ 落 ち る 程 度 の 隙 間 が な い こ と を い う 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 貯 留 部 の 底 面 が 、 フ ァ イ バ 設 置 部 に お け る フ ァ イ バ 設 置 面 よ り も 低 い 位 置 に 形 成

さ れ れ ば 、 フ ァ イ バ 屑 が 貯 留 部 に 落 下 し た 後 、 フ ァ イ バ 屑 の 端 部 が 孔 か ら 出 る こ と が な く

、 フ ァ イ バ 屑 が 孔 か ら 抜 け 落 ち る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に 開 閉 可 能 な 透 明 な 蓋 が 設 け ら れ 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部 が 視

認 可 能 で あ れ ば 、 フ ァ イ バ を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に 挿 入 し た 際 に 、 フ ァ イ バ 屑 が 確 実 に 内 部

に 入 っ て い る こ と を 視 認 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 フ ァ イ バ の 挿 入 代 を 確 認 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に か か る フ ァ イ バ 切 断 器 を 用 い 、 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 開

い た 状 態 で 、 フ ァ イ バ の 先 端 を 前 記 孔 に 挿 入 す る と と も に 、 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に フ ァ イ

バ を 設 置 し 、 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 閉 じ て 、 前 記 フ ァ イ バ を 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 に 押 さ

え つ け 、 前 記 フ ァ イ バ 切 断 部 を 動 作 さ せ て フ ァ イ バ を 切 断 し 、 前 記 フ ァ イ バ 押 さ え 部 を 開

く こ と で 、 使 用 す る 側 の フ ァ イ バ を 前 記 フ ァ イ バ 設 置 部 か ら 取 り 出 す と と も に 、 フ ァ イ バ

切 断 器 を 傾 け て 、 廃 棄 側 の フ ァ イ バ 屑 を 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 側 に 入 れ る こ と を 特 徴 と す

る フ ァ イ バ 切 断 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に は 開 閉 可 能 な 透 明 な 蓋 が 設 け ら れ 、 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部

が 視 認 可 能 で あ り 、 前 記 蓋 に は マ ー ク が 設 け ら れ 、 前 記 フ ァ イ バ 切 断 部 と 前 記 孔 と の 距 離

よ り も 、 前 記 孔 か ら 前 記 マ ー ク ま で の フ ァ イ バ 長 さ が 長 く な る よ う に 前 記 フ ァ イ バ の 先 端

を 前 記 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に 挿 入 し て 切 断 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 フ ァ イ バ 屑 を 確 実 に 回 収 可 能 で あ る と と も に 、 フ ァ イ バ 屑 が フ ァ

イ バ 屑 回 収 部 か ら こ ぼ れ 落 ち る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に 透 明 な 蓋 が 設 け ら れ る こ と で 、 フ ァ イ バ 回 収 部 内 部 の フ ァ イ

バ 屑 を 視 認 す る こ と が で き る 。 ま た 、 蓋 に マ ー ク が 形 成 さ れ 、 フ ァ イ バ 切 断 部 と 孔 と の 距

離 よ り も 、 孔 か ら マ ー ク ま で の フ ァ イ バ 長 さ （ フ ァ イ バ 回 収 部 内 部 の 長 さ ） が 長 く な る よ

う に フ ァ イ バ の 先 端 を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に 挿 入 し て 切 断 す る こ と で 、 フ ァ イ バ の 重 心 が フ

ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部 に 位 置 し 、 切 断 後 に フ ァ イ バ 屑 を 確 実 に フ ァ イ バ 屑 回 収 部 内 に 落 と す

こ と が で き る 。
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【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 構 造 で 切 断 後 の フ ァ イ バ 屑 を 容 易 に 回 収 す る こ と が 可 能 で あ る

と と も に 、 内 部 の フ ァ イ バ 屑 が 収 容 部 か ら こ ぼ れ お ち る こ と が な い フ ァ イ バ 切 断 器 お よ び

フ ァ イ バ 切 断 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

【 図 １ 】 フ ァ イ バ 切 断 器 １ を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の フ ァ イ バ

屑 回 収 部 の 部 分 断 面 図 。

【 図 ２ 】 図 １ （ ｂ ） の Ｂ 部 に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は フ ァ イ バ 切 断 器 １ の フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ を 開 い た 状 態 を 示 す 図 、 （ ｂ

） は フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ で フ ァ イ バ ３ １ を 押 さ え た 状 態 を 示 す 図 。

【 図 ４ 】 （ ａ ） は 刃 動 作 部 ９ を 動 作 さ せ た 状 態 を 示 す 図 、 （ ｂ ） は 刃 動 作 部 ９ を 戻 し た 状

態 を 示 す 図 。

【 図 ５ 】 （ ａ ） は フ ァ イ バ 曲 げ 部 １ ３ を 曲 げ た 状 態 を 示 す 図 、 （ ｂ ） は フ ァ イ バ ３ １ を 切

断 し た 状 態 を 示 す 図 。

【 図 ６ 】 （ ａ ） は フ ァ イ バ 切 断 器 １ の フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ を 開 い た 状 態 を 示 す 図 、 （ ｂ

） は フ ァ イ バ 屑 ３ ５ を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 に 落 と し た 状 態 を 示 す 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る フ ァ イ バ 切 断 器 １ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 フ ァ

イ バ 切 断 器 １ を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の フ ァ イ バ

屑 回 収 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。 フ ァ イ バ 切 断 器 １ は 、 主 に 、 基 台 ５ 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １

５ 、 フ ァ イ バ 切 断 部 １ ７ 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ 等 か ら 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 基 台 ５ 上 に は 、 一 対 の 支 持 部 が 設 け ら れ 支 持 部 の 上 端 に は 回 転 軸 ２ ３ ａ が 設 け ら れ る 。

回 転 軸 ２ ３ ａ は 、 レ バ ー ３ が 取 り 付 け ら れ る 。 レ バ ー ３ の 端 部 に は フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５

が 形 成 さ れ る 。 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ は 、 例 え ば ゴ ム や ス ポ ン ジ 等 の 弾 性 部 材 が 取 り 付 け

ら れ 、 フ ァ イ バ を 基 台 ５ （ フ ァ イ バ が 設 置 さ れ る フ ァ イ バ 設 置 部 ） に 対 し て 押 さ え つ け て

保 持 す る 部 位 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 レ バ ー ３ は 回 転 軸 ２ ３ ａ を 軸 に 回 動 可 能 で あ る 。 レ バ ー ３ の 他 方 の 端 部 に は 、 基 台 ５ と

の 間 に ば ね ７ ａ が 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 レ バ ー ３ は 、 常 に ば ね ７ ａ に よ っ て 上 方 に 押

し 上 げ ら れ る 。 す な わ ち 、 レ バ ー ３ を ば ね ７ ａ の 力 に 反 し て 押 し 下 げ る と 、 回 転 軸 ２ ３ ａ

を 中 心 に レ バ ー ３ が 回 動 し 、 端 部 の フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ が 押 し 上 げ ら れ る 。 す な わ ち 、

フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ が 開 放 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ば ね ７ ａ の 力 に よ っ て レ バ ー ３ を 元 の 状 態 に 戻 す と 、 回 転 軸 ２ ３ ａ を 中 心 に レ バ ー ３ が

回 動 し 、 端 部 の フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ が 押 し 下 げ ら れ る 。 ば ね ７ ａ は 、 常 に レ バ ー ３ を 上

方 に 押 し 上 げ る た め 、 通 常 の 状 態 で は 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ は 常 に 下 方 に 押 さ え つ け ら

れ た 状 態 と な る 。 な お 、 こ の 状 態 を フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ が 閉 じ た 状 態 と 称 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 レ バ ー ３ の 一 部 （ レ バ ー ３ の 回 転 軸 ２ ３ ａ と フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ の 間 ） に は 、 回 転 軸

２ ３ ｂ が 形 成 さ れ 、 回 転 軸 ２ ３ ｂ を 軸 に 回 動 可 能 に 刃 動 作 部 ９ が 取 り 付 け ら れ る 。 刃 動 作

部 ９ は 、 略 Ｌ 字 状 の 部 材 で あ り 、 先 端 に 刃 １ １ が 設 け ら れ る 。 刃 動 作 部 ９ の 回 転 軸 ２ ３ ｂ

よ り も 前 方 側 に お い て 、 レ バ ー ３ 上 面 と 刃 動 作 部 ９ 下 面 と の 間 に は 、 ば ね ７ ｂ が 設 け ら れ

る 。 ば ね ７ ｂ は 、 常 に 、 刃 動 作 部 ９ を レ バ ー ３ に 対 し て 上 方 に 押 し 上 げ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 す な わ ち 、 刃 動 作 部 ９ を ば ね ７ ｂ の 力 に 反 し て レ バ ー ３ に 対 し て 押 し 下 げ る と 、 回 転 軸

２ ３ ｂ を 中 心 に 刃 動 作 部 ９ が 回 動 し 、 端 部 の 刃 １ １ が 下 方 に 押 し 下 げ ら れ る 。 ば ね ７ ｂ の
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力 に よ っ て 刃 動 作 部 ９ を 元 の 状 態 に 戻 す と 、 回 転 軸 ２ ３ ｂ を 中 心 に 刃 動 作 部 ９ が 回 動 し 、

端 部 の 刃 １ １ が 押 し 上 げ ら れ る 。 な お 、 刃 １ １ は フ ァ イ バ に 対 し て 傷 を つ け る こ と が 可 能

な 例 え ば ダ イ ヤ モ ン ド 刃 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 刃 動 作 部 ９ を 押 し 下 げ た 際 に 、 刃 １ １ が 位 置 す る 部 位 近 傍 で あ っ て 、 基 台 ５ の 端 部 に は

、 フ ァ イ バ 曲 げ 部 １ ３ が 設 け ら れ る 。 フ ァ イ バ 曲 げ 部 １ ３ は 、 例 え ば 、 可 撓 性 を 有 す る ゴ

ム 材 料 と 、 薄 い 金 属 板 と の 積 層 構 造 で あ り 、 容 易 に 曲 げ る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 刃

動 作 部 ９ 、 刃 １ １ 、 フ ァ イ バ 曲 げ 部 １ ３ を 総 称 し て フ ァ イ バ 切 断 部 と す る 。 な お 、 本 発 明

で は 、 フ ァ イ バ の 切 断 方 法 は 図 示 し た 例 に は 限 ら れ ず 、 何 ら か の 方 法 で フ ァ イ バ を 切 断 す

る 部 位 が 設 け ら れ れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 基 台 ５ の フ ァ イ バ 設 置 部 の 延 長 線 上 （ フ ァ イ バ 曲 げ 部 １ ３ に 対 し て フ ァ イ バ 押 さ え 部 １

５ 側 ） に は 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ が 設 け ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ は 、 内 部 が 空 洞 の 貯 留 部 ２ ５ で あ り 、

上 部 に 着 脱 可 能 な 蓋 ２ １ が 設 け ら れ る 。 貯 留 部 ２ ５ の 底 面 は 、 フ ァ イ バ が 設 置 さ れ る 面 （

基 台 ５ の 上 面 で あ っ て 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ で フ ァ イ バ を 押 さ え る 面 ） よ り も 低 く 設 定

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ２ は 、 図 １ （ ｂ ） の Ｂ 部 に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。 前 述 の 通 り 、 基 台 ５ の 上 面

に は 、 フ ァ イ バ を 設 置 可 能 な フ ァ イ バ 設 置 部 ２ ７ が 形 成 さ れ る 。 フ ァ イ バ 設 置 部 ２ ７ は 例

え ば Ｖ 溝 で あ る 。 フ ァ イ バ 設 置 部 ２ ７ の 延 長 線 上 に 位 置 す る フ ァ イ バ 回 収 部 １ ９ （ 蓋 ２ １

） に は 孔 ２ ９ が 形 成 さ れ る 。 孔 ２ ９ は 、 切 断 対 象 の フ ァ イ バ が 挿 通 可 能 な 大 き さ で 設 け ら

れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 な お 、 孔 ２ ９ の 形 状 は 円 形 に は 限 ら れ ず 、 そ の 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 テ ー

プ 心 線 を 切 断 す る 場 合 に は 、 フ ァ イ バ 設 置 部 ２ ７ が 複 数 の 隣 接 す る Ｖ 溝 で 構 成 さ れ 、 孔 ２

９ を 長 穴 で 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ の 端 部 （ 孔 が 形 成 さ れ る 側 ） に は 、 フ ァ イ バ

押 さ え 部 １ ５ が 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 通 常 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ は 閉 じ た 状 態 で あ り

、 孔 は フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ に よ っ て 塞 が れ て い る 。 な お 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ と 孔 ２

９ と の ギ ャ ッ プ は フ ァ イ バ 屑 の 長 さ 等 に 応 じ て 設 定 さ れ る が 、 数 ｍ ｍ 程 度 以 下 で あ れ ば 良

い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 に 、 フ ァ イ バ 切 断 器 １ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に

、 レ バ ー ３ を 押 し 下 げ て （ 図 中 矢 印 Ｃ 方 向 ） 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ （ お よ び 刃 動 作 部 ９

） を 押 し 上 げ る 。 こ の 状 態 で 、 フ ァ イ バ 設 置 部 ２ ７ に フ ァ イ バ ３ １ を 設 置 す る （ 図 中 矢 印

Ｄ 方 向 ） 。 こ の 際 、 フ ァ イ バ ３ １ の 先 端 が 孔 ２ ９ に 挿 通 さ れ て 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ 内

部 に 挿 入 さ れ た 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ば ね ７ ａ に よ っ て レ バ ー ３ を 元 の 状 態 に 戻 す （ 図 中 矢

印 Ｅ ） 。 こ れ よ り フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ が 押 し 下 げ ら れ て 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ で フ ァ

イ バ ３ １ が フ ァ イ バ 設 置 部 ２ ７ に 押 さ え つ け ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 こ こ で 、 蓋 ２ １ は 透 明 で あ る こ と が 望 ま し い 。 蓋 ２ １ が 透 明 で あ れ ば 、 内 部 の 様 子 を 視

認 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 フ ァ イ バ ３ １ の 先 端 が ど の 程 度 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ に 挿

入 さ れ て い る か を 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た 、 蓋 ２ １ に マ ー ク を 設 け 、 フ ァ イ バ ３ １ の

先 端 を 常 に マ ー ク 位 置 に 合 わ せ て （ マ ー ク 位 置 よ り も 短 く な る よ う に ） 挿 入 す る よ う に す

れ ば 、 フ ァ イ バ 屑 が 長 す ぎ て 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ 内 に 収 ま ら な い よ う な こ と が な い 。

10

20

30

40

50



(7) JP  2012-208358  A   2012.10.25

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 後 述 す る 刃 で の 切 断 部 と 孔 ２ ９ と の 長 さ よ り も 、 孔 ２ ９ か ら の フ ァ イ バ の 挿 入 長

さ が 長 く な る よ う に 、 フ ァ イ バ ３ １ を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ に 挿 入 す る こ と で 、 切 断 後 の

フ ァ イ バ 屑 の 重 心 を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ 内 部 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 フ

ァ イ バ 屑 を 確 実 に フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ 側 に 落 下 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 し た が っ て 、 切 断 部 と 孔 ２ ９ と の 長 さ よ り も 、 孔 ２ ９ か ら の 挿 入 長 さ が 長 く な る よ う な

位 置 に マ ー ク を 設 け 、 フ ァ イ バ ３ １ の 先 端 を 常 に マ ー ク 位 置 に 合 わ せ て （ マ ー ク 位 置 よ り

も 長 く な る よ う に ） 挿 入 す る よ う に す れ ば 、 フ ァ イ バ の 挿 入 代 を 確 実 に 把 握 す る こ と が で

き 、 フ ァ イ バ 屑 を 確 実 に フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ に 回 収 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 次 に 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 フ ァ イ バ ３ １ を フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ で 押 さ え た 状 態

で 、 刃 動 作 部 ９ を 押 し 下 げ る （ 図 中 矢 印 Ｆ 方 向 ） 。 刃 動 作 部 ９ を 押 し 下 げ る こ と で 、 刃 １

１ が フ ァ イ バ ３ １ に 接 触 す る 。 こ の 際 、 刃 １ １ に よ っ て フ ァ イ バ ３ １ の 表 面 に は 傷 ３ ３ が

形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 次 に 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ば ね ７ ｂ に よ っ て 刃 動 作 部 ９ を 元 の 状 態 に 戻 す （ 図 中

矢 印 Ｇ ） 。 こ れ よ り 刃 １ １ が 押 し 上 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 次 に 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 フ ァ イ バ ３ １ を フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ で 押 さ え た 状 態

で 、 フ ァ イ バ 曲 げ 部 １ ３ を フ ァ イ バ ３ １ と と も に 下 方 に 屈 曲 さ せ る （ 図 中 矢 印 Ｈ 方 向 ） 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 所 定 以 上 の 曲 率 で フ ァ イ バ ３ １ （ フ ァ イ バ 曲 げ 部 １ ３ ） を 曲

げ る こ と で 、 傷 ３ ３ を 起 点 に 、 フ ァ イ バ ３ １ が 切 断 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の 状 態 で は 、 フ

ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ に よ っ て フ ァ イ バ 屑 ３ ５ が 抑 え ら れ た 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 次 に 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 レ バ ー ３ を 再 度 押 し 下 げ て 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ を

押 し 上 げ る 。 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ は 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ に よ る 押 さ え が な く な る た め 、 フ

リ ー な 状 態 と な る 。 こ の 際 、 前 述 し た よ う に 、 切 断 部 か ら 孔 ２ ９ ま で の 長 さ よ り も 、 孔 ２

９ か ら フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ 内 部 へ の 挿 入 代 を 長 く し て お く こ と で 、 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ は 自

重 で 貯 留 部 方 向 に 傾 き 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 の 外 部 に 落 下 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ こ で 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ は ゴ ム 等 の 弾 性 体 で あ る た め 、 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ が フ ァ イ

バ 押 さ え 部 １ ５ 側 に 張 り 付 く 恐 れ が あ る 。 し か し 、 こ の 場 合 で も 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５

を 上 方 に 押 し 上 げ る と 、 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ は 孔 ２ ９ で 保 持 さ れ 、 上 方 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る

た め 、 容 易 に フ ァ イ バ 屑 ３ ５ を フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ か ら 剥 が す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 次 に 、 必 要 に 応 じ て フ ァ イ バ 切 断 器 を わ ず か に 傾 け る こ と で 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に

、 容 易 に フ ァ イ バ 屑 を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ の 貯 留 部 ２ ５ に 落 と す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 な お 、 一 度 貯 留 部 ２ ５ に 落 ち た フ ァ イ バ 屑 ３ ５ は 、 孔 ２ ９ よ り も 低 い 位 置 に 貯 留 さ れ る

た め 、 多 少 の 傾 き 程 度 で は 、 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ が 孔 ２ ９ か ら 出 る こ と は な い 。 ま た 、 通 常 、

フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ は 下 方 に 押 さ え つ け ら れ て お り 、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ の 側 面 で 孔

１ ９ を 塞 い で い る た め 、 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ が 孔 ２ ９ か ら こ ぼ れ お ち る こ と が な い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ァ イ バ 切 断 器 １ で 発 生 す る フ ァ イ バ 屑 ３ ５ を 簡 易 な 構 造 で 確 実 に 回

収 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ に 孔 ２ ９ が 形 成 さ れ 、 当 該 孔 ２ ９ が

フ ァ イ バ 押 さ え 部 １ ５ に よ っ て 常 に 塞 が れ る た め 、 運 搬 中 な ど に お い て も 、 フ ァ イ バ 屑 ３

５ が フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ か ら こ ぼ れ お ち る こ と が な い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 ま た 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ の 貯 留 部 ２ ５ を フ ァ イ バ 保 持 面 （ 孔 ） よ り も 低 い 位 置 に 形

成 す る こ と で 、 使 用 時 に 、 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ が 孔 ２ ９ か ら 出 る こ と が な い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 蓋 ２ １ が 設 け ら れ 、 蓋 ２ １ が 透 明 で あ れ ば 、 内 部 を 容 易 に 視 認 す る こ と が で き る

。 し た が っ て 、 フ ァ イ バ ３ １ の 先 端 位 置 を 把 握 す る こ と が で き る 。 ま た 、 蓋 ２ １ に マ ー ク

を 形 成 す る こ と で 、 フ ァ イ バ ３ １ の 挿 入 代 を 把 握 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 フ ァ イ バ

屑 ３ ５ が 長 す ぎ た り 、 短 す ぎ た り す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 特 に 、 切 断 後 、 フ ァ イ バ 屑 ３ ５ が フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ か ら の 露 出 長 さ よ り も 挿 入 部 長

さ を 長 く す る こ と で 、 確 実 に フ ァ イ バ 屑 ３ ５ を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 １ ９ 内 部 に 落 と す こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 以 上 、 添 付 図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲

は 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 に 左 右 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た

技 術 的 思 想 の 範 疇 内 に お い て 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り

、 そ れ ら に つ い て も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 例 え ば 、 フ ァ イ バ 切 断 器 の 形 状 は 図 示 し た 例 に 限 ら れ ず 、 い ず れ の 形 態 で あ っ て も よ い

。 本 発 明 で は 、 フ ァ イ バ を 設 置 し た 際 に 、 端 部 を フ ァ イ バ 屑 回 収 部 内 部 に 挿 入 可 能 で あ り

、 フ ァ イ バ 押 さ え 部 に よ っ て 、 フ ァ イ バ 屑 回 収 部 （ 孔 ） を 塞 ぐ こ と が 可 能 で あ れ ば よ く 、

切 断 部 の 位 置 や 切 断 方 法 、 ば ね 等 の 構 成 は 特 に 問 わ な い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 フ ァ イ バ ３ １ を あ ら か じ め ホ ル ダ 等 に 保 持 さ せ て も よ い 。 こ の 場

合 に は 、 フ ァ イ バ 設 置 部 に 隣 接 す る 位 置 に 、 ホ ル ダ 固 定 部 を 設 け れ ば よ い 。 こ の よ う に す

る こ と で 、 ホ ル ダ か ら の フ ァ イ バ の 出 代 が 、 常 に 一 定 に な る よ う に フ ァ イ バ を 切 断 す る こ

と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ６ 】

１ … … … フ ァ イ バ 切 断 器

３ … … … レ バ ー

５ … … … 基 台

７ ａ 、 ７ ｂ … … … ば ね

９ … … … 刃 動 作 部

１ １ … … … 刃

１ ３ … … … フ ァ イ バ 曲 げ 部

１ ５ … … … フ ァ イ バ 押 さ え 部

１ ７ … … … フ ァ イ バ 切 断 部

１ ９ … … … フ ァ イ バ 屑 回 収 部

２ １ … … … 蓋

２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ … … … 回 転 軸

２ ５ … … … 貯 留 部

２ ７ … … … フ ァ イ バ 設 置 部

２ ９ … … … 孔

３ １ … … … フ ァ イ バ

３ ３ … … … 傷

３ ５ … … … フ ァ イ バ 屑
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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